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幼児教育課程の学生に対する「子どもといのちの教育」の効果 その
The effect of “life study with children” to the students of early childhood education No. 2
髙 内 正 子 ＊
Abstract
The author has been giving a seminar class for third grade students of the Early Childhood
EducationCourse in theFaculty ofEducation atKGakuinnUniversity.The content of the seminar class
consists of “Life Education in the nursery”. To examine the effect of the class, the author made a
questionnaire concerning their change in attitude to “Children + and the Death and Life” before and
after taking the class. The questionnaire includes 20 questions, for example, asking the students about
their feeling on the occasion of a death of a family member, (cf. Table 1.2)
The result of the present research showed a remarkable change of attitude to the necessity of
death education in early childhood education, namely, 95.5% of the students have positively answered,
and 96.8% of the students frankly expressed their deeper feeling of gratitude to their parents, but a few
students whose relations with their parents have remained unfavorable since their childhood did not
change their mind.
As a conclusion the present study gives an affirmative base for “The Death and Life Education” in
early childhood.
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はじめに
近年、子どもへのいじめや体罰によって、自ら
「いのち」を絶ってしまう子どもや若者のいのちが
脅かされるような報道が増加している。先日も、相
模原市の障害者施設で多数の入所されていた人達が
殺傷される事件が起こった。加えて、いじめにあっ
た歳の小学生の女児が自宅のベランダで首をつっ
て自殺した話や、16歳の中学生男子が、	人の少年
グループに暴行を受け、殺害された報道がなされ、
25歳の姉が21歳の弟を殺害し、遺体を切断したとか
の報道もなされていた。そのような報道を耳にする
度、筆者は何故大切な「いのち」をそのように粗末
に扱ってしまうのか、ただただ理解に苦しむばかり
である。また、世界的に観ても、テロ等様々な国の
内戦により、難民の人々や ISを巡る多くの人々の
「いのち」の危機が次々に報道されている。
筆者は、保育の現場で子ども達がしっかりと「い
のち」の大切さを学ぶことを促すような、保育の取
り組みをするべきだと言う観点から、授業「保育内
容健康」を続けている。保育の場でどのように子ど
も達に「いのち」の教育を進めるべきかについて、
保育者としての役割や教育方法について学生達と共
に授業で考察することを目的に、授業「保育内容健
康」の15回の授業の中に「子どもといのちの教育」
と言うテーマを掲げて、授業を進め質疑応答とディ
スカッションをし、授業の前後に応じた「子どもと
いのちの教育」に関するアンケート用紙を準備し、
調査を実施した。本稿ではその結果とデータの分析
を通して、今年の学生達の「子どもといのちの教育」
に対する認識および捉え方の受講前後の変化につい
て考察を加える。
．研究方法
（）目的
学生の「子どもといのちの教育」に関する認識を
深めるために、授業「保育内容健康」の第11回目に
「子どもといのちの教育」と言うテーマで授業を進
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め、その授業の前後でアンケート調査を実施した。
その調査結果とデータの分析から、学生達の「子ど
もといのちの教育」に関する認識及び捉え方につい
て、分析を試みることを目的とした。
（）方法
授業「保育内容健康」の第11回目に「子どもとい
のちの教育」と言うテーマで授業を進め、その前後
で時間を取り、受講学生対象にアンケート調査（あ
らかじめ、同じ用紙の裏表に受講前と受講後の質問
を印刷しておいた。）を実施した。本授業は演習科
目と位置づけられており、授業以外に学生自身が学
ぶ時間を設けると言う文部科学省のねらいにのっと
り、学生達をグループに分け、其 「々子どもの健康」
に関するテーマを与え、資料を調べさせ、レジュメ
を作成することにグループ全員で参加させ、授業時
間内に必ずパワーポイントを用いて、全員にグルー
プ発表をさせる。発表の後、クラス全体で質疑応答
を行い、ディスカッションをさせ、授業後にレポー
トを作成させ、翌週に提出させるといった形式で授
業を実践している。授業前後のアンケート調査の結
果とデータを分析し、今年度の学生達の「子どもと
いのちの教育」に関する認識及び、取り組む姿勢が
受講後にどのように変化したかを分析した。
（）結果と考察
アンケート調査実施日と調査対象について
アンケート調査は、2016年月日より日まで
筆者担当の
クラス及び、非常勤講師担当のクラ
スに協力を依頼し、実施した。
アンケート調査対象：Ｋ学院大学教育学部幼児教
育コース・初等教育コース各
年生の計178名中、
22名が欠席し156名（回収率は87.6％）の協力を得
た。出身高校は公立が全体の64.7％(101)で、私立
が34.6％(54)、無回答は0.6％(1)であった。性別
は、女子が全体の91.0％(142)で、男子は9.0％(14)
であった。現在の住まいについては、下宿が23.7％
(37)、寮生活が5.1％(8)、実家暮らしが71.2％(111)
となっていた。
次にアンケート調査の質問別項目について（2016
年度受講前後の質問）考察を進める。
．両親の関係について
受講前の問「あなたのご両親の関係は良い方だ
と思いますか。」に対する回答は、全くそう思わな
いが6.4％(10)で、あまりそう思わないが6.4％
(10)、どちらともいえないが6.4％(10)、まあそう
思うが46.8％(73)、大いにそう思うが33.3％(52)
で、無回答が0.6％(1)あった。
さらに、学生が一人暮らしであるか、否かについ
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表 一人暮らしの学生の両親の関係の評価（＊％水準で有意差有）
―
 全くそう思わない
9.00％実家から通学
P＝0.0336＊
一人暮らし
5.40％ 9.00％ 46.80％ 29.70％
8.90％ ― 46.70％ 42.20％
 あまりそう思わない 
 どちらとも言えない  まあそう思う 	 大いにそう思う
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図 一人暮らしの学生の両親の関係の評価
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て比較したところ、一人暮らしの学生の方が、実家
から通学している学生に比べ、両親の関係が良いと
評価している割合が優位に高い結果となった。（表
・図参照）
．これまでに死にたいと悩んだことの経験の有無とそ
の時期・理由について
大いにあった。もしくはまああった。と回答した
学生は、回答者全体の17.9％(28)であり、その時期
については、中学校の時期がそれらのうちの60.7％
(17)で思春期以降に最多となっていた。
また、死にたいと悩んだ理由についても、受験の
失敗や、いじめ等の人間関係の悩みなど、物事がう
まく行かない時が多く、死にたいと悩む経験をした
学生達全体の96.4％(27)となっていた。そこで、筆
者は問13「あなたは生まれて良かったと思います
か」と問	「これまでに死にたいと悩んだことはあ
りますか。」の回答間の検定を行った。その結果、
両者には	％水準で有意な差があった。つまり、生
まれて良かったと思う人は、死にたい程の悩みはな
いと言える。（表・図参照）
．父親・母親との関係と男女差
受講前の問「あなたは、父親との関係は良い方
だと思いますか。」に対する回答は、まあ良いと大
いに良いとの回答が圧倒的に女子に多く、男子に比
較し、有意に高い結果となった。さらに、母親との
関係についても、同じく男子よりも女子の方が、母
親との関係が良いとの割合が男子に比較し、有意に
高いと言う結果となった。（表
・図
・表・図
）
また、その父親との関係と生まれて来て良かった
割合を比較したところ、父親との関係が良好な人ほ
ど、生まれて来て良かった割合が有意に高いと言う
結果となった。（表	・図	）
．両親に対する感謝の気持ちの表明の有無と理由につ
いて
受講前の問11「あなたは母の日や父の日に感謝の
気持ちを表していますか。」に対する回答としては、
大いにもしくはまあ感謝し、表明していると言うも
のを合わせて全体の96.8％(151)と高率であった。
受講後の問	の「今あるあなたの姿についてご両親
に対する感謝の気持ちに変化は生じましたか。」に
対する回答は、まああったと大いにあったを合わせ
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表 生まれて良かった人と死にたい程の悩みの有無の比較（＊％水準で有意差有）
00.6％（1）良くない
大変良い
区分
まあ良い
03.3％（5）
表 項目
あまり良くない
4.694.29
生まれて良かったか
平均値
4.5％（13） 9.0％（14） ＊
42.9%（12） 70.9%（90） n＝155 P値＝0.0009
死の悩み有 死の悩み無 全体 ANOVA
図 生まれて良かった人と死にたい程の悩みの有無の比較
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表 父親との関係と男女差（＊％水準で有意差有）
7.10％
全くそう思わない
5.60％女子
P＝0.029＊
男子
7.00％ 6.30％ 37.30％ 42.30％
35.70％ 7.10％ 21.40％ 28.60％
あまりそう思わない 
どちらとも言えない まあそう思う 	大いにそう思う
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表 母親との関係と男女差（＊＊％水準で有意差有）
0.00％
全くそう思わない
0.00％女子
P＝0.0090＊＊
男子
1.40％ 3.50％ 31.70％ 63.40％
14.30％ 0.00％ 50.00％ 35.70％
あまりそう思わない 
どちらとも言えない まあそう思う 	大いにそう思う
表 父親との関係と生まれて来て良かった割合の比較（＊％水準で有意差有）
0
全くそう思わない
0良好である
P＝0.0423＊
良好でない・どちら
0.80％ 2.50％ 26.70％ 70.00％
0.00％ 55.90％ 44.10％ 47.10％
あまりそう思わない 
どちらとも言えない まあそう思う 	大いにそう思う
図 父親との関係と男女差
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図 母親との関係と男女差
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ると、全体の53.2％(83)であった。その理由として
は、「前から感謝していたが、その気持ちがより深
くなった。」や「感謝している気持ちに変わりはあ
りません。」、「生きることの大切さを伝えてくれて
いたと感じたから。」などの意見が見られた。また、
「変化はない。」との回答理由も「もともと、とても
感謝しているので変化はありません。」や、全体の
44.8％(70)のご両親に対する感謝の気持ちに変化は
生じなかった人のその理由を無記述としている人
も、その45.7％(32)と多かった。
両親に対する感謝の気持ちの理由については、
「大学まで行かせてくれて、何不自由なく育ててく
れたから。」や「いつも必ず味方でいてくれるか
ら。」、「反抗期が大変だったと思うのに、全てを受
け入れてくれて、何でも相談できて助けてくれるか
ら。」、「辛い時には必ず支えてくれるから。」などの
意見が挙げられていた。また、「教育学部で学び、
育児は如何に大変かが分かり、感謝している。」や
「常に応援し、励ましてくれるから経済的にも支え
られているから。」などの意見から、両親を尊敬し、
親子の関係が良いと判断できる学生が全体の80.
13％(125)見られた。しかし、残念なことに両親の
仲が良くないとか、特に父親とは仲が良くないと
言った親子関係に問題があると推測される意見も
例のみであるが、記述されていた。
．今の学生自身の姿についての両親に対する感謝の気
持ちについて
受講前の問「今あるあなた自身の姿について、
ご両親に対する感謝の気持ちはありますか。」に対
する回答は、まあ感謝している、大いに感謝してい
るを合わせると、全体の96.8％(151)であり、その
理由の自由記述からは、両親がいなければ、自分は
今生きていられないから、いつでも味方でいてくれ
るからとか、教育学部で学び、育児の大変さが分か
り、感謝しているなど、両親を尊敬し、両親との関
係が良いと判断できた人が、全体の87.8％(137)見
られ、中には、育ててくれたし、幸せだから、でも
もうちょいイケメンが良かった等の外見を気にする
と言った思春期を思わせるような意見も見られた。
．母の日や父の日の感謝の気持ちの表明の有無と内容
について
受講前の問11に母の日や父の日に感謝の気持ちを
表明することの有無について、大いにもしくは、ま
あ感謝の気持ちを表明すると言う回答は全体の
95.5％(150)であった。両親に対する感謝の気持ち
を持つ理由の自由記述より、多く見られたものは、
教育学部で学び育児は如何に大変かが分かり、感謝
しているなど両親を尊敬し、両親との仲が良い、ま
あ良いと判断できる人は、全体の77.7％(122)見ら
れた。これを住まい別で見ると、実家から通学して
いる人の方が感謝の気持ちの表現の割合が高いと言
う結果が見られた。（表・図）
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表 住まい別両親への感謝表明の比較（＊＊％水準で有意差有）
8.90％
全くそう思わない
0.90％実家から通学
P＝0.0091＊＊
一人暮らし
4.50％ 9.90％ 51.40％ 33.30％
11.10％ 11.10％ 42.20％ 26.70％
あまりそう思わない 
どちらとも言えない まあそう思う 	大いにそう思う
図 住まい別両親への感謝表明の比較
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感謝の気持ちの表明の仕方についての自由記述か
らは、母の日や父の日を特別視しないで、普段から
感謝の気持ちをもって接していると言う回答もあ
り、特に男子学生では、感謝の気持ちを表現するの
が難しいとか恥ずかしいなどの回答が見られ、無記
述の者も見られた。プレゼントやカードを書く等、
普段は恥ずかしくてできないことを、母の日や父の
日があるとできると言った恥ずかしさや照れくささ
などが伺えるような意見も見られた。
	．学生自身の生まれて来て良かった観について
受講前に問13「あなたは生まれて来て良かったと
思いますか」の問いに大いに良かったまたは、まあ
良かったとの回答者は全体の95.5％(149)で、その
うち68.5％(102)は大いに良かったと回答していた。
これらを問	の「これまでに死にたいと悩んだこと
はありますか。」の回答と比較検討した結果、	パー
セント水準で有意差が見られた。（表・図）
また、その理由についての自由記述により、学生
達の生活の充実感について判断したところ、全体の
64.1％（100）が友人や家族との関係が良く、充実
して生活できていると推測できた。学生達の意見に
は、「日常生活において『生まれて良かった。』と
思ったり、考えたりすることはないと思うが、質問
されれば、苦しみや喜びを感じられるのは、生きて
いるからなので、生まれて来て良かったと思う。」
との意見や「幼くして、若くして亡くなられている
人の話を聞くと、自分は何かをするために、生かさ
れていると感じます。何かを達成できたり、幸せな
気分になったりしている時は、生まれて来て良かっ
たと思います。」との意見もあり、自分自身を肯定
的に受け止め、今の学生生活が充実しているものと
判断できた。
．学生の「子どもといのちの教育」への受講後の考え
方の変化の有無について
受講後の問
「今回の受講後に『いのち』の教育
についての考え方に変化は有りましたか。｣に対する
回答としては、大いにあった。まああった。との回
答を合わせると、全体の60.9％(92)で、2014年度の
調査結果より低くなっていた。受講前の「いのちの
教育」に対する興味の有無との間に優位な差はない
かと考えたが、特に数値の上では優位な差は見られ
なかった。しかしながら、受講後の問12「あなたは、
乳幼児期から子ども達に『いのち』の教育が必要だ
と思いますか。」に対する回答において、女子の方
が大いに必要であるとの回答が男子に比較し、有意
に高くなっていた。（表・図）
このことの理由としては、今回は、「子どもとい
のちの教育」のテーマの中にあえて、性教育も一緒
に扱うようにと、指示した事も影響しているかも知
れないと感じたが、調査項目には入れていないの
で、断定しがたい。
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表	 生まれて良かったかと死の願望比較（＊％水準で有意差有）
0
全く無い
0生まれて良かった
P＝0.0159＊
生まれて良くなかった
44.30％ 28.90％ 15.40％ 1.30％
0 0 33.30％ 16.70％
あまりない 
どちらとも言えない まあある 	大いにある
図	 生まれて良かったかと死の願望比較
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．これまでに「いのちの教育」を受けた経験の有無に
ついて
受講後の問「あまたは、これまでに『いのち』
の教育を受けたことはありますか。」に対する回答
は、あるが全体の94.9％（148）で、ないが3.8％(6)
であった。時期としては、最多となっていたのは、
小学校高学年が52.7％ (78)で、続いて、中学校
20.3％(30)、小学校低学年19.6％(29)、高校3.4％
(5)、小学校就学前1.4％(2)の順となっていた。
その教育を担当してくれた人は、教師が最多で、
91.2％(135)で、続いてその他が4.1％(6)で、両親
は2.0％(3)となっていた。
その詳しい内容については、名の学生が広島出
身であったので、広島での平和教育を通しての「い
のちの教育」が、小学校から高校までを通して、大
変熱心に深く成されていて、その学生もしっかりと
深く学んだことを紹介してくれていた。
10．クラス別の違いについて
本教科は演習科目であるため、一クラスの人数が
制限されており、筆者は同じ授業を同学年で
クラ
ス担当していた。その中には、幼稚園教諭免許取得
必修のため、初等教育コースの学生達も37名担当し
た。その学生達と筆者は、他の授業では、あまりな
じみが無かったため、クラス別に母の日や父の日に
感謝の気持ちを表明するか否かの回答について、ク
ラス間で検定を行った結果、初等のクラスは、幼児
教育コースの他のクラスよりも有意に感謝表明する
と言う回答割合が有意に低くなっていた。（表・
図）
このことの要因としては、科目担当者である筆者
が幼児教育コースにおいて、学年の際、「子ども
の保健Ａ・Ｂ」と通年で保健の科目を担当し、その
授業内で、特に新生児期における育児の重要性を繰
り返し説明し、ご両親への感謝の気持ちを持つべき
だと、しつこいくらいに力説してきたことが効を奏
しているのではないかと感じられた。その点、初等
教育コースのクラスでは、保健に関連する知識は、
本教科の中のテーマ「子どもの食生活」の中で、ほ
んの少しアレルギー児への対処の仕方に関して学ぶ
だけであり、ましてや子ども達の「いのち」を救う
ことに繋がる心肺蘇生法も丁寧に学ぶ機会も無く、
教育の現場に出て行くことを考えるなら、多少の不
安を持たざるを得ないと言える。
11．まとめ
今回の「子どもといのちの教育」のアンケート調
査の結果を全て紹介することはできなかったが、演
習科目の授業においては、学生達と教員との人間関
係が大きく影響を及ぼすことについては、身をもっ
て思い知らされた。
何故なら、授業の第一回目にオリエンテーション
でテキスト購入を義務付けると、それぞれの学生の
希望を聞いてグループ分けするのに、先輩から古い
テキストを譲り受け、それでは役に立たないことを
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表 受講後の乳幼児期からの「いのちの教育」の必要性の高さと男女差比較（＊％水準で有意差有）
―
全くそう思わない
―女子
P＝0.00474＊
男子
0.70％ 2.10％ 34.50％ 59.90％
7.10％ ― 50.00％ 35.70％
あまりそう思わない 
どちらとも言えない まあそう思う 	大いにそう思う
図 受講後の乳幼児期からの「いのちの教育」の必要性の高さと男女差比較
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知ると、さっさと受講手続きを取り消してしまい、
グループの人数が足りなくなってしまって、残され
た学生達は、グループの人数を確保することに懸命
にならなくてはならなかった。
授業を公平に進めたいと授業担当者が説明する
と、「そのようなことなら受講しません。」と言う意
見が出てきた。テキストの購入が気に入らないので
あれば、仕方がないが、授業を進める間に様々な子
どもの健康維持に必要な知識が多く学べるのに、残
念なことであると感じた。筆者は以前から初等及び
高等教育の方が、幼児教育よりもレベルが高いとい
う考え方が気になっている。誰もが乳幼児期を経
て、成長してきたのであり、その成長の時期によっ
て、優劣をつけるのは、正しいとは言えない。ヨー
ロッパでは、乳幼児の保育・教育に携わる者ほど、
優秀な知識と技術が必要で、例えば、フィンランド
では、教師を「国民の蝋燭」にたとえ、暗闇のなか
で、灯りをともし、知へといざない、人を導く存在
としての教師への尊敬とあこがれを込めた表現をし
ている1)。そして、就学前教育も含め、すべての教
師に修士号の取得が義務づけられており、職業とし
ても高く尊敬されているのである2)。幼い子どもを
対象とするから、その教育活動としての営みのレベ
ルを低く見たり、あるいは軽く扱われたりする等と
言うことは、あってはならない。今日ほど、少子化
が進み、人々が安心して生活を続けることができな
いようになってしまっている環境の下では、もう少
し幼
おさ
子
なご
に目を向けて、保育・教育をしっかりと進め
ることの必要性を感じずにはいられない。
念のために、受講前後のアンケート調査用紙を、
以下に紹介しておく。［Table 1、Table 2］
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表 クラス別両親への感謝表明の割合比較（＊％水準で有意差有）
P＝0.0434＊29.90％35.50％
0.00％
全くそう思わない
19.40％
P＝0.4719
P＝0.3205
2.10％幼児教育コース
9.70％6.50％初等教育コース
幼児教育コース
6.30％ 10.40％ 47.90％ 33.30％
2.70％ 5.40％ 51.40％ 40.50％
あまりそう思わない 
どちらとも言えない まあそう思う 	大いにそう思う
表 クラス別両親への感謝表明の割合比較
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［Table 1］
［Table 2］
